
　

城
下
町
金
沢
の
中
心
地
に
位
置
す
る
私

立
遊
学
館
高
校
。
難
関
校
進
学
か
ら
就
職

ま
で
多
岐
に
わ
た
る
進
路
に
つ
い
て
、生
徒

一
人
ひ
と
り
に
熱
心
な
指
導
を
展
開
し
て
い

る
。
部
活
動
も
盛
ん
で
、今
年
度
は
バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ
部
が
全
国
優
勝
を
果
た
し
た
。

教
科「
情
報
」で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
職
業
調
べ
を
実
施

　

同
校
で
１
学
年
主
任
を
務
め
て
い
る
小

坂
英
洋
先
生
は
、以
前
、就
職
指
導
を
担
当

し
て
い
た
と
き
に
生
徒
の
進
路
決
定
の
時

期
が
遅
い
こ
と
に
課
題
感
を
も
っ
て
い
た
。

３
年
前
、１
学
年
主
任
と
な
っ
た
こ
と
を
機

に
早
い
時
期
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
た
が
、20
時
ま
で
の
補
習

や
部
活
指
導
な
ど
で
先
生
方
が
忙
し
く
、

な
か
な
か
学
年
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が

で
き
ず
に
い
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、担
当
の
教
科「
情
報
」で
取

り
組
ん
だ
の
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
職
業
調
べ
。

約
８
０
０
の
職
業
リ
ス
ト
の
中
か
ら
〝
気
に

な
る
職
業
〞や〝
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
職
業
〞

な
ど
を
自
由
に
選
び
、そ
の
内
容
に
つ
い
て

調
べ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
込
む
。
情
報
検

索
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
単
元
で
の
授
業
だ
っ
た

が
、「
１
年
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
興
味

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
手
ご
た
え
を
感

じ
た
」と
い
う
。

学
習
と『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』の

相
乗
効
果
を
期
待

　

そ
し
て
、昨
年
度
よ
り
、１
学
年
の
６
月
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
教
材
と
し
て『
じ
ぶ
ん
未

来
B
O
O
K
』を
生
徒
に
１
冊
ず
つ
配
布
。仕

事
の
内
容
や
や
り
が
い
を
語
っ
て
い
る
50
人

の
職
業
人
に
つ
い
て
、好
き
な
ペ
ー
ジ
か
ら
で
い

い
の
で
、10
分
間
の
朝
読
書
の
時
間
に
読
む
。

１
人
分
読
ん
だ
ら
感
想
を「
ひ
と
言
感
想
シ

ー
ト
」に
書
き
込
む
。
早
い
生
徒
で
１
回
の
読

書
タ
イ
ム
に
３
人
分
ほ
ど
読
め
る
そ
う
だ
。

　

朝
読
書
で
取
り
入
れ
る
回
数
や
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
の
扱
い
は
各
担
任
に
任
さ
れ
る
が
、小

坂
先
生
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
そ
の
都
度
回
収

し
チ
ェッ
ク
を
し
て
い
る
。「
生
徒
の
興
味
・
関

心
を
探
る
材
料
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、ほ

と
ん
ど
書
き
込
み
が
な
い
生
徒
、つ
ま
り
何
に

も
興
味
が
も
て
な
い
生
徒
を
み
つ
け
る
材
料

に
も
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

同
じ
く
１
学
年
で
担
任
を
持
つ
中
村
ゆ

か
り
先
生
は「
思
っ
た
よ
り
多
く
の
職
業
人
に

つ
い
て
読
み
、感
想
を
書
い
て
い
て
驚
き
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
と
違
い
、活
字
と
写

真
で
し
っ
か
り
読
む
こ
と
で
心
に
響
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
言
う
。

　

６
月
の
コ
ー
ス
選
択
説
明
会
の
際
に
は
、

学
年
で『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』の
D
V
D

も
観
賞
し
た
。
中
村
先
生
が「
私
は
A
K
B

に
は
入
れ
な
い
け
れ
ど
、み
ん
な
に
は
ど
ん
な
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も
の
に
も
な
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」と
い
っ
て

興
味
を
引
き
視
聴
を
ス
タ
ー
ト
。「
自
分
が

な
り
た
い
職
業
で
は
な
く
て
も
、ビ
ジ
ュ
ア
ル

に
触
発
さ
れ
て
、何
か
目
先
が
開
け
た
り
、何

か
心
に
響
い
て
く
れ
れ
ば
」と
の
こ
と
だ
。

 

「
生
徒
と一
緒
に
進
路
を
考
え
る
際
、つ
い
成

績
ば
か
り
に
頼
り
が
ち
で
す
が
、そ
の
ほ
か
の

材
料
も
吟
味
し
た
い
」と
い
う
中
村
先
生
。

「
生
徒
の
進
路
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、模

試
の
活
用
、基
礎
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

に
並
行
し
て
、『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』の
よ

う
な
進
路
教
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
の
相

乗
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
小
坂
先

生
。
読
ん
で
、宇
宙
に
関
す
る
職
業
に
興
味

を
も
っ
て
調
べ
始
め
る
生
徒
が
出
て
く
る
な

ど
、１
年
生
ら
し
い
素
直
な
反
応
に
各
先
生

方
が
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
そ
う
だ
。

 

「
自
分
で
も
簡
単
な
教
材
を
作
っ
た
り
、地

元
で
発
行
さ
れ
て
い
る
教
材
を
使
っ
た
り
し

た
結
果
、『
じ
ぶ
ん
未
来
B
O
O
K
』の
よ
う
に

き
ち
ん
と
作
り
込
ま
れ
た
教
材
の
よ
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
も
の
を
活
用
す

る
こ
と
で
、時
間
が
有
効
に
使
え
る
の
が
非

常
に
あ
り
が
た
い
。
今
後
、例
え
ば
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
を
す
べ
て
埋
め
る
、D
V
D
視
聴
の
振
り

返
り
を
行
う
な
ど
、学
年
で
時
間
を
し
っ
か

り
確
保
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、

生
徒
に
き
っ
か
け
や
気
づ
き
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
資
料
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
」（
小
坂
先
生
）と
の
こ
と
だ
。

■ 教科「情報」ワークシート

■ 『じぶん未来BOOK』用
　「ひと言感想シート」

小坂先生がオリジナルで作ったワークシート。１学年の「情
報」の授業で、約800の職業リストとこのワークシートを配
布。気になる職業について検索し、調べたことを書き込む。

50の各職業人について数行の感想が書けるようになって
いる。生徒がどんな職業について感想を書いたかが一見し
てわかる。「担任と生徒が向かい合うためのツールとして、も
っと有効活用していきたい」と中村先生。

リクルートサービスを活用した指導実践例 じぶん未来BOOK

１学年主任・商業科主任
小坂英洋先生（右）
１学年担任
中村ゆかり先生（左）

「生徒には夢を語っ
てほしい。そのため
にやってあげたいこ
とがたくさんありま
す」（小坂先生）。
「自分もやってみよ
うかな。そう感じても
らえるような取り組
みをしたいです」

横山先生が実践してい
るのは「協同の学び」を
軸としたコの字型＆グル
ープ学習。「何を学べば
いいのか、どういう勉強を
したらいいのかを、自然
に体得できるような進め
方を心がけています」

1984年東京都生まれ。埼玉・私立西武学園文理
高校卒。東京大学農学部で生命工学を専攻してい
たが、現在勤める高校で大学生チューターを経験し
たのを機に、教育に関心をもつように。東京大学大
学院教育学研究科へ進学し、一時は別の道を志す
ものの、やはり現場で勝負したいと思い、現勤務校か
らの誘いを受ける。「数学科の教員として来てほし
い」と言われ、修了を１年延ばして教職課程と数学
の単位取得。2011年４月より現職。趣味は大学時
代から本格的に始めたバドミントン。

東京・私立関東第一高校
横山北斗先生（29歳）

　さまざまな将来の選択肢の中から、「自分
にしかできないことは、教育にある」と考え、
数学科の教師になって３年目。試行錯誤を
繰り返しながら「生徒にとって有意義な授
業」を追求し、実践し続けている。
 「１年目から協同学習を取り入れたのです
が、その良さをあまり生かせなかったので、２
年目は通常の講義型に戻しました。それな
りに成果はあったのですが、もっと効果的な
授業のやり方があるはずと思い、３学期から
授業を改善しました」
　その一つがノートを取らせない授業。「メ
モ程度にしてもらい、とにかく解説に集中し
てもらうようにしました。概ね生徒の反応は
良く、復習としてまとめのノートを作成する子
が増えました。頭が一番疲れる授業などと
言ってくれる生徒もいましたね」
　次に導入したのがアクティブラーニング
型の授業と問題演習だけで進める授業。こ
こでは生徒の学び合う力を信じ、教えるの
ではなく、極力生徒同士を“つなぐ”役割に
徹している。多少脱線しても楽しんで学ん
でいることが大切ととらえ、ほとんど口出しを
しない。だが「生徒は前のめりに学んでくれ

る。やる気がないのではなく、わからないから
逃げていただけ。生徒の意欲はやり方次第
で高まるのだと実感しています」。さらに現
在はＩＣＴを導入した授業にも挑戦中だ。

教師は生徒の「プラス」を
増やしていく仕事

　安心して学べる雰囲気作りも心がけて
いる。そのかいあって、わからない問題は、ほ
かの子にたずねる生徒が増えたそうだ。
　クラス担任は今年度で２年目。「自分の
発することすべてが教育になる」と思い、ど
んなことにも真摯に取り組む。「でも、実は
褒めるのが苦手なので、何かしら成果を出
した生徒には、ＬＨＲで表彰し、些細なお菓
子を配ったりしています」。進路指導では
「自分で決めること、それに対して自分で責
任を取ること」の重要さを説く。「人や環境
のせいにしても仕方ないことを理解してほし
くて」。まだまだ失敗も多いが、授業でもクラ
スでも自分の実践が少しでも生徒に役立
てばと言う。「生徒一人ひとりのプラス面を
もっと引き出していきたいです」。

授業にもクラス運営にも「これはいい！」と思うことは積極的に取り入れている横山
北斗先生。その実践の中身と教師という仕事のおもしろさについてうかがった。

「机上の秀才」が現場に揉まれ、本物になった─現実は理想どおりにい
かない。でも、苦しみながらも冷静に自己批判し、次から次へと改善策を考
え、授業やHRで実践しているという人。ぜひリーダーとして若手の先生方
を引っ張ってほしいです。（関東第一高校国語科教諭　川合智先生）

テーマ：校内で新しいことを始める時、
 ほかの先生方に協力してもらう方法

WEBサイトには紙面に載せきれなかったヒントも掲載
キャリアガイダンス.net ≫「進路指導、私の工夫」をチェック！

進路指導、私の工夫

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研≫キャリアガイダンス≫発行メディアのご紹介≫クラス担任のためのキャリアガイダンスvol.20

できる限り、企画案の段階で先生方に個別に話し、アイデアをも
らったらそれを汲み上げ、企画案に反映させながら徐々に進めてい
きます。地道に努力すれば、必ず実現できます。（大阪府）

「何のために」それをやりたいのか。「生徒のために」が明確で、普
段から生徒思いの先生がやることであれば、どんなことでも協力し
ようと思います。反対に、たとえ管理職からの業務命令でも、保身
とか、上の立場に気に入ってもらいたいといった気持ちからの行動
の場合は、協力する気にはなれないですね。（京都府）

ゲリラ式に自分の授業やLHR、総合的な学習、委員会などで実
践し、生徒が変わっていく姿をプリントなどで、ほかの先生方に広
報しました。（静岡県）

なるべく早い時期から情報や計画を出し、意見を聞くこと。直前に
なっての提案は、反発を招くことが多いです。（埼玉県）

ふだんの仕事を一生懸命やること。そうすると、新しいことを始める
際、あいつだったら大丈夫と思ってもらえます。（北海道）

校外の人と会って話す時は、なるべく若手の先生を誘います。リアル
な大学の現状、就職状況などを一緒に聞いてもらい、何かしら刺激を
受けてくれたと感じたら、実際にやろうとしていることに誘ってみます。
（宮城県）

私はそういうことが下手なのですが、上手な先生というのは、若手に
積極的に働きかけ、一緒に動いています。ベテランはなかなか動きま
せんから。（大阪府）
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